

「リサーチクエスチョン」の提出・書き方

提出について

　各班、以下の提出をお願いします。
· 〔提出物〕『リサーチクエスチョン（日本語・250字程度）』
· 〔提出日〕６／18（水）１７：００まで　（※９/22（水）までは変更可能）
· 〔方法〕次の場所にあるシートに入力してください。
Googleドライブ → グループ共有フォルダ_79期 →
→ LCⅡ → 02テーマ・RQ・仮説入力 → 各班のシート

＜リサーチクエスチョンの書き方（250字程度）＞

①『リサーチクエスチョン（RQ）』とは？
研究全体で何を明らかにしたいのかを示す「問い」のことであり、扱う題材を示す「研究テーマ」とは区別する必要がある。また、よりよいRQは簡単に答えを導けるものや、すでに答えがわかっているものではなく、時間をかけて深められるものにすべきである。

②リサーチクエスチョンの種類
例えば、「インド農村地域の水質汚染」という研究テーマを設定した場合に考えられるRQには以下のようなものがある。
	RQの種類
	RQの例

	①言葉の意味や定義を問うRQ
	「安全な水」とは何か？

	②原因（なぜ）を問うRQ
	インド農村地域の水質汚染は何が原因か？

	③信憑性を問うRQ
	インド農村地域において、水質汚染による健康被害は本当にあるのか？

	④比較を問うRQ
	水質汚染を克服した地域とインド農村地域の違いは何か？

	⑤影響を問うRQ
	インド農村地域への浄水装置導入によりどのような影響が与えられるか？



③リサーチクエスチョンのピンポイント化
どこの地域、どのような人、いつの時代、どのような状況、どのような研究手段、どのような観点…等を対象として研究を行うのか。また、先行研究と比較してどのように観点や研究方法を変えて研究を行うのか。
これらをピンポイント化することでRQが具体的になる。
④提出前のチェックポイント（よい『リサーチクエスチョン』とは？）
	内容
	備考

	「研究全体で何を明らかにしたいか」が書かれているか？
	

	「どのようにピンポイント化するか（着眼点）」が書かれているか？（解決への論理）
	抜けているもの多し!

	各記述は具体的か？曖昧な表現やマジックワードになっていないか？
	×：聞こえはいいが抽象的
○：具体的・客観的

	すでに解決済みのRQではないか？
	先行研究をよく調べよ！

	RQの答えを見出すことは時間的・技術的な制約により難しくはないか？
	

	一文は、長すぎないか？　長い文は分割できないか？
	

	「私」や「私たち」を主語に書いてしまっていないか？
	〇：本研究では、～を行う。



⑤具体例
「プラズマでタオルの吸水性は上げられるか？」という研究のリサーチクエスチョンを例として見てみよう。【RQの例】
科学部で行われていた先行研究から、プラスチック表面にプラズマを照射すると濡れ性（＝水との親和性）が向上することを知った。これをタオル生地に応用し、タオル生地の濡れ性が上げられるなら、吸水性のよいタオルを作ることができるのではないかと考えた。そこで、本研究では「プラズマを照射した布片」と「していない布片」にそれぞれ水を吸水させる2つの実験を行い、布片の吸水性（＝吸水量と吸水速度）がプラズマによって向上するのかを明らかにすることをめざす。

・　　：先行研究を応用できると考えた点が簡潔に書かれていて◎
・　　：「プラズマで布片の濡れ性が向上できそう」という学術的意義に加えて、「吸水性のよいタオル製作へ応用できそう」という社会的意義を適切に含んだテーマにすることができていて◎
・　　：先行研究→タオル生地へ応用→吸水性のよいタオルが作れそう→布片の吸水実験を設計、という一連の論理に無理がなく、飛躍なく考えられている。多くの人が納得する論理となっていて◎
・　　：「この研究ですること」「この研究で明らかにしたいこと」が適切で過不足なく書かれていて◎。「どんな物質でも吸水性が上がるかを調べる」などの“言いすぎ”もない。

参考資料：岡本尚也（2018）．「課題研究メソッド」．啓林館
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